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東広島市はバイオマス産業都市として、木質バイオマス資源の利活用を中心とし
た計画の事業化に取り組んでいる。現状を踏まえた山側の原料供給、輸送、燃料
加工部分の想定を十分行っていないことから、燃料の規格適合や安定供給に課題
があり、計画通りの事業化が困難な事態となっている。
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ＧＩＳを活用した木質バイオマス資源量の把握及び利用計画の策定

①機械学習手法を用いて、航空写真より高精度な樹種分類図を作成。年間利用可能木質バイオマス量が約13万㎥であること、ま
た、東広島市の森林が全住宅の約37%に熱供給可能なポテンシャルを有していることを明示した。
②木質バイオマス活用シナリオを作成した。

①樹種分類図等の分析データは農林水産課で活用する。
②各種の既存データより、機械的に需要先を設定したため、現状の木質バイオマス活用ニーズは反映されていない。これを基に、
市の「木質バイオマスエネルギーの地域面的導入に向けたサプライチェーンモデル検討業務」と連携することにより、市内地域
のニーズの実情に適したシナリオを提案することも可能とされたが、コストが見合わず実現は困難であると判断した。
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２概要 木質バイオマス資源の利用可能量を把握し、利活用計画方針を提案する。
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